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環境活動コンテスト優秀賞！ ！
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協働の森づくり、着々と

あきる野市は東京の西にあり、市の６０％が森林という自然が豊かな所です。森と共に暮らしてきた東京のふるさとです。
森と人との関係が遠くなりつつある今、あきる野市では様々な森づくりの取組を行っています。この取組を次世代へとつなげるた

めに“森の子コレンジャー”が生まれました。現代では、五感で自然とふれ合うことが少なくなっていますが、コレンジャーの活動は
実体験から多くのことを学びます。
キーワードは、「好きになる」「知る」そして「行動する」です。
コレンジャーのきーちゃんとわかぴーが説明します。

きー》５月は森でアオダイショウに出会いました。
全長をはかってみると、私と同じくらいで１．４メートルでした。

わか》触ってみると、ツルツルしていて冷やしトマトみたいでした。けど、臭かったです。
臭いニオイは天敵に食べられないように出します。
アオダイショウも、生きるために工夫をしているんだなと知りました。

きー》１１月は間伐をしました。60年生のヒノキを切るのは大変だったけれど
木からとってもいいにおいがしました。

わか》木には倒す方法があって、簡単に倒せないことも知りました。
きー》木が倒れる時の「ミシミシッ、ドドーンッ！」という音と、地面が揺れたのがすごかったです。
わか》切った木を薪にして、新年会で食べた“おもち”や“おしるこ”がおいしかったです！
わか》これからも、足元にある大好きな自然から自分たちにできることをしていきます。
きー》そして、新しい仲間を増やしていきたいです。
この活動を通して、仲間との絆を結び自然や郷土を学んでいます。
好きになることで大切にしたいという思いが育まれ、コレンジャーは将来、森と人、森と社会をつなぐ人になります。

2月12日（日）国分寺市立いずみホールにて、『TOKYO 

EARTH WORKERS collection2012（みんなで環境を考える共

同行動）』の環境活動コンテストが開催され、森の子コレジャー

の活動を発表してきました。

2年連続のグランプリとはなりませんでしたが、優秀賞を受賞し

ました。発表中に笑いや歓声が起こるなど、山で遊ぶ普段のコレ

ンジャーらしさを発揮した発表となりました。あきる野市や森の

学び活動を広くアピールし「素晴らしい活動ですね」「あきる野

市へ行ってみたい」といった声もいただきました。

継続は力なり！今後も活動を続けていきます。

↓発表内容の一部を紹介します。

高尾・道の整備
2月は、菅生地区（道の整備、道標設置の2回）

と高尾地区（道の整備）で協働の森づくりが行わ

れました。

菅生外周路では、台風の影響による倒木の処理

や道の整備、道標の設置を行いました。

高尾地区では、樹木にまきついたつるを取るな

ど、道の整備を行いました。

協働の森づくりに参加する地域やサポ

ートレンジャーも増え、あきる野市内の

昔道や散策路がよみがえっています！

2月25日に予定していた「森林レンジャーと歩

く昔道ツアー」は雨天中止となりましたが、今後

も昔道ツアーを行っていく予定です。 [加瀬澤]



ハシブトガラスVSサシバ・ 夏はやはり情熱的

ハシブトガラス VSノスリ ・ 冬物語

ハイタカ VS ハシボソガラス ・ 無敵

トビVS オオタカ VS ハシブトガラス ・危ない三角関係？！

ツミVSクマタカ ・ 最小の鷹＆最強の鷹？


